
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
生き方を考える 

ぼくたちの夏 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 題 材 の ね ら い 災害時にボランティアとして活動した生徒の気持ちや生徒を応援する

地域の人々の思いを知り、感謝の気持ちを相手に届けることがすばらしい

と感じる道徳的心情を育てる。 Ａ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習活動 指導上の留意点 

導入 佐用町の水害の

様子を知る。 
・｢兵庫県の気象と水害｣(P.19)の資料を提示し、被害の大きさ

をとらえさせる。 
展開 ボランティアに

行こうとした佐用

高校の生徒の気持

ちを考える。 
 
 
 

町の人たちの励

ましで、苦しい練習

が楽しくも感じら

れたのはなぜか考

える。 
 
 
 

胸に熱いものが

こみあげてきたの

はなぜか考える。 

・高校球児の甲子園への強い想いをおさえた上で、それでもボ

ランティアに行くことを選んだ心情を理解させる。 

・町の人のお礼の言葉が、ボランティアをした生徒に元気を与

えたことをおさえさせる。 

・一回戦で負けたとき後悔しなかったことから、人の役に立つ

ことの喜びに気づかせる。 
 

・初めに、この夏の大会が甲子園へ行く最後のチャンスである

ことや、やめたくなるほど苦しい練習であったことをおさえ

る。 

・町の人の励ましの声によって支えられ、練習に前向きになれ

たことに気づかせる。 

・夏の県大会で勝ち進んだことを一緒になって喜ぶ町の人の様

子から、生徒と町の人との繋がりの深さをとらえさせる。 

 

・たくさんの人の支えがあって、夢を叶えた喜びや、達成感を

味わうことができたことに気づかせる。 

 

まとめ 町に掲げられた

感謝のメッセージ

を読んだ生徒の気

持ちを考える。 

・生徒のボランティア活動や、町の人の応援など、町の人たち

と生徒が互いに支えあい、励ましあったことで地域との絆が生

まれたこととその大切さに気づかせる。 

Ａ

道徳 6 年 道徳 6 年 

教 科 と の 関 連  

展 開 例 

 道徳 ２－(５) 

  日々の生活が人々の支え合いや助け合いで成り立っていることに感

謝し、それにこたえる。 
 

[参考]佐用町ホームページ 

http://www.town.sayo.lg.jp/cms-sypher/open_imgs/info/0000002342.pdf 

 

 


